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文 献

第一章 緒 言

赤 血球沈降反慮(以 下輩 二赤沈 ト略樗 ス)ガ 諸種

疾患特 二肺結核 ノ臨 沐二於 イテハ其診断、治療

及 ビ豫後判 定 ノ基準 トシテ慣値 アルハ既 二幾 多

先人 αH13♪ノ報 告 セ・ル所 ナ リ.而 シテウヱ ステ

ル グジー ン氏法 二依 ル其健常値 二就 キテハ本邦

ニテ・・大谷⑳ ハ1時 間値 男子2-13、 女 子4・5

-13ナ リ トシ
、宮本㈹ ハ1時 間値男子3、 女子

7/ZF均 テ得、佐伯(29)ハ1時 間値 男3.6、 女7.1

テ卒均値 トナ シ、岡部(1翁ハ囁 氏20度 ノ室温 ニテ

測定 セル場合男子1時 間値1-5.5、 女 子2.5-

10.5ト ナ セ リ。著者 ノー人井下(15)ハ田 中、米 田

ト共 二某師範學校男生徒230名 二就 キ膿格検査

ト同時二赤沈 ラ調査 シ、所 見 ナキ者172名 ノ赤

沈1時 間値ハ1-4.7ニ シテ中等値 ノ李均ハ7.5

ナル成績 テ得 テ報告スル所 アリタリ。其際認 ム

可 キ所見ナキ者 ノ中赤沈中等値20以 上ナルモ

ノ6名 アルラ認 メタルモ之 ガ如何 ナル理由二基

クカバ全 ク不明ナリキ。然ルニ余等ハ昭和9年

8月 中旬 ヨリ約3ケ 月二亙 リ大阪府下某綿製品

加工工場從業員二就 イテ結核調査 テ主 トシタル

相當嚴密 ナル健康検査 テ施行 スル機會 テ得 タル

テ以ツテ、同時二赤沈テモ併 セ観察 シタリ。

其結果工場從業者二於 イテハー般人 ト梢 ヒ趣

テ異ニスルガ如 キ赤沈値 テ示 スモノアルテ認

メ、之 テ他 ノ諸種條件 トノ關係 二就 キ検討 シ得

タルテ以 ツテ此庭 二報告 セントス。

第二章 検査方法

観察ノ封象ハ大阪府下某綿製品加工工場從業員 男女3335名 一 シテ 年齢14歳 ヨ リ35歳 二到 ル
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者 ナリ。是等 ノ努働歌態 ラ観ルニ本工揚ハ全國

二有名ナル高能卒 ニシテ加工過程 テ各部門二分

チ努賃 ハ製品個撒二庶 ジテ給與 スル制度ナリ.

而 シテ就業時間ハ午前7時 ヨリ午後5時 二到ル

10時 間 ニシテ其 内叢食時10分 、午前午後各1

同15分 ノ休憩時間 アリ。全部通勤 ニシテ1里 乃

至2里 ノ距離 ヲ徒歩或ハ自轄車ニテ往復 セリ.

工揚ハ総テ木造 ニシテ換氣 二注意 シアレ共夏季

ニテノ・囁氏33.4度 二及 プ事稀ナラズ。加 フルニ

騒音、塵埃少 シトセズ。

検査時10人 テ1組 トシテ就業現場ヨリ附属醤

務室二連 レ來 リ盛夏ニテハ着衣 ラ殆 ンド脱 ガシ

メ輕装 トナシ、先 ヅ探尿 テ命 ジ型 ノ如 ク身長、

禮重、胸園、肺活量等 テ検 シ、初 メヨリ約1時

間テ経 久ル後禮温テ検 シ病歴 テ尋ネ、理學的検

査 テ行 ヒ、次 デ探血、 「ツベル ク リン」反慮 テ行

ヒタ リ。検温 二用 ヒタル禮温 計 ハ柏 木製 ニ シテ

豫 メ異歌 ナキ テ確 メタ リ。腋 下 ノ汗 テ清拭 シタ

ル後描 入、10分 後之 テ讃 ミタリ。

赤沈 測定 ハWestergren法 テ用 ヒ、可及 的修血

テ避 ケテ探血 シ囁…氏18度 乃至20度 二調節 セル

硝子 函中 ニテ測定 シ、1時 間及 ビ2時 間後 ノ血

漿柱 ノ長 サテ讃 ミタルモ本文 中 ニハ1時 間値 テ

以 ツテ表 セ リ。 「ツベ ル クリン」反慮 ハマ ントー

氏反慮 テ選 ピ、2000倍 稀 繹菖 「ツベル クリン」

(傳染病研究所製)0.1耗 テ皮 内 二注入 シ、48時

間後 ノ局所所 見 ニヨ リ判定 セ リ.

而 シテ以上 ノ検査 ニ ヨリ胸部呼吸音 二攣化 アル

モ ノ、赤沈 異常 二促進 セルモ ノニ就 キテハ再検

査 テ行 ヒ、 且又 「レン トゲ ン」検査 テ行 ヒタリ。

第三章 樵査成績

第一項 臨躰所見有 ル者 ノ赤沈

前章 ノ方法 ・kテ検査 セル女子2787名 、男子

第1表

567名 中所 見 アル女子291名 、及 ビ男子22名 ノ
　

各所見別 二分 チタル赤沈値 ハ第1、2表 ノ如 シ。
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第2表 男子所見アル者ノ赤沈分布
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コ ノ中肺結核、或 ハ肋膜 炎 トアルハ理

學 的所見或 ハ「レ」線検査 ニヨ リテ確謹

シ タルモ ノニ シテ早期浸潤、肺門腺腫

脹 及 ピ肺門結核 トアルハ 胸部 「レ」線

撮影 二依 リ診断 セルモ ノナ リ。而 シテ

結核疑症 トアルハ胸部理學的所見、赤

沈速度 、拉 二「ツベ ル クリン」反磨等 ヨ

リ結核性疾 患 テ思 ハ シムルモ「レ」線像

テ見 ル能 ハザ リシ爲斯 カル名稽 ノ本二
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縮括 セリ。今此表 テ通覧 スルニ結核性疾患 二於

イテハー般二赤沈促進 シ特二肺結核 二於 イテ甚

シ。然 レ共早期浸潤、肺門腺腫脹、蚊 二肋膜炎

二於 イテハ赤沈健常値ナルモノ少撒 ニアリタル

モ是等ハ何 レモ陳菖性 テ示 スモ ノナルハ「レ」線

像ノ示ス所 ナリ。

氣管枝加答見及 ビ脚氣 二於 イテハ赤沈促進セル

者甚ダ少キガ如 シ。徽毒、痴及 ビ急性扁桃腺炎

二於 イテハ壷 ク促進 シ、妊娠ニテハ3ケ 月ナル

1例 テ除キ他 ハ皆促進 シ、心臓疾患及 ビ淋巴腺

腫脹 アル者 ノ多 クハ促進 スレ共又健常値ナル者

モァリ。蛋白尿 テ示ス者 ノ大牛ハ健常値 テ示 ス

モ促進 セル者亦紗 カラズ。女子二於 イテハ腎疾

患二非ズシテ蛋白尿テ示 スモノ多 ク、特 二長時

間起立後 ノ検尿ナ レバ起立性蛋白尿 二依ルモノ

アルハ考慮ス可 キナラン。貧血 トアルハ覗診 二

依ルモノーシテ其基礎疾患 ガ何ナルヤテ知 ラズ

從ツテコノ中結核性疾患 ニヨルモノアルハ論 テ

第3表 所見ナキ者ノ赤沈分布

性別

赤沈
女 子 男 子

1-10
1128
(45.6%)

450
(82.5%)

11-20
900
(36.2%)

75
(13.8%)

21-30
302
(12.2%)

16
(2.9%)

31-50
118
(4.7%)

4
(0.8%)

51以 上
35
(1.3%)

0
(0.0%)

計 2483 545

第4表

倹 タズ其赤沈値 多 クハ促進 セ リ。

第 二項 所 見 ナキ者 ノ赤沈

理學的検査上認 ム可 キ所 見 テ有 セザ ル者 ハ女子

2774名 中2483名(90.0%)、 男 子567名 中545

名(96.0%)一 シテ此赤沈分布 ハ第3表 ノ如 シ。

之 テ見ル ニ所 見 ナキニ拘 ラズ赤沈著 シク促進 シ

31以 上 ナル者 女子 ニテハ153名(6.0%)、 男 子

ニテハ4名(0.8%)ニ ア リ。之 ガ如何 ナル理 由

二基 クカテ糾 明 スル ハ甚 ダ興味 ア リ。理學 的検

査上所 見 ナ シ云 フモ潜 在性疾患 テ有 スル ニ非ザ

ル ヤ、將又他 ノ因子 二蹄 ス可 キヤー慮吟 味 テ要

スo

(イ)月 経 ト赤沈 トノ關係

女子 二於 イテハ月経 中及 ビ其前後激 日二亙 リ赤

沈促進 スル事 アルハ既 一Linzenmeier(16),Eu-

finger(17)等 ノ認 ムル所 ナル テ以 ツテ余等 モ月経

中、及 ビ其前後各5日 間 二探血検査 セ リ ト豊 シ

キ者770名 、 及 ビ月経 間歌期 二探血 セ リ ト思 ハ

所見ナキ女子二於ケル月経 ト赤沈 トノ關係

訳
1-10

11-20

月 経 前

131
(43.2%)
10召一

(35.0タ6)

4521-30(
14.8%)

31-50

51以 上

計

iiii-
(5.3%)
5
(1.7%)

303
(100.0%)

月 経 中

79
(41.0%)
7τ 一

(38.6%)

26
(13.6%)
16-一

(5.2%)

3
(1.6%)
192
(100.0%)

月 経 後 月経間歌期

110
(40.0%)

11i「

(41.1%)

35
(12.7%)
14-
(5.1%)
「

(1.1%)

275
(100.0%)

808
(47.2%)

607
(35.596)
196
(11.4%)

7i「

(4.5%)

24
(1.4%)
171i∫一

(100.O%)

計

1128

go「

302

118

35

2483

第5表 所見ナキ者 ノ年齢別ニヨル赤沈分布(女 子)

駅
1-10

11-20

21-30

31-50

51以 上

計

・4…Utl・6・ ・7歳

313

179

43

13

(2、3%)

5

(0.9%)

553

257

175

61

23'
(4.4%)
7
(13%)
523

・8・・gecl2・・2・歳

198

217

72

27皿 ・

(5・2%≧

7
(1.3%)

521

172

131

59

29
(7.2%)
11
(2.7%)

402

22,23歳

69

94

22

4
(2.1%)
1

24歳 以上

119

104

45

i2-

(7・5%2

4

(0.5%)1(1.3%)
1901294

計

1128

900

302

118

35

2483

ル ・1713名 ト ノ赤沈 分

布 テ比較封 照 セルニ第4

表 ノ如 ク各期共 同檬 二促

進者 アル テ認 メ タリ。從

ツテ此促進 ガ月経 二由 ル

トハ考ヘ ラレズ。

・(ロ)年齢 ヨリ観 タル 赤

沈

Rosenblum(19)一 ヨ レバ肉
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罷的努働 ノ後 ニハ赤沈促

進 シ特 二鍛錬セザル者 二

於 イテ著 シト云 フ。依 ツ

テ是等從業員赤沈 テ年齢

別二分チ親察 スルニ若年

者 ヨリモ却 ツテ年長者 二

多キ傾向 アリ(第5、6表)。

(ハ)勤績年撒 ト赤沈 トノ

關係

第6表 所見ナキ者 ノ年齢別ニヨル赤沈分布(男 子)。

齢年

時
警

赤
沈

一
10

11-20

21-30

31-50

51以 上

計

14,15歳

3

1

0

0

0

4
(100%)

16・17歳j18・1get

6483

17

2

0

0

83
(100%)

18

1

1

0

103
(100%)

20,21歳

74

8

4

0

0

32
(100%)

22,23歳

23

8

1

0
」
0

32
(100%)

「24歳以凋 計

203

23

8

3

0

237
(100%)

450

75

16

4

0

545

赤沈促進 セル者 ガ年長者二寧 ロ多キ傾向 アルニ

鑑 ミ勤績年撒 トハ如何ナル關係ニアルカテ見ル

必要 アリ。即チ第7、8表 ニヨレバ女子 ノ赤沈促

進者 ハ第4年 目 ノモ ノニ最 モ多 ク第5年 目 ノモ

ノ之 二次 グ。 サ レ共他 ノ勤績 年撒 ノ者 二於 イテ

モ亦促進 セル者 ア リ。 男子 二於 イテハ特 二勤績

第7表 所見ナキ者ノ勤綾年数別ニヨル赤沈分布(女 子)

漢 数
1--10

11-20

21-30

31-50

51以 上

、

牛年迄

269

175

34

13
(2.6%)
4
(0.8%)
495

・年迄12年 迄1・ 年迄1・ 年迄

1068892241

151

51

19
(4.1%)
5
(1.1%)
467

54

19

8
(4.5%)

3
(1.7%)
176

96

41

6
(2.3%)

8
(3.1%)
257

90

24

21
(9.3%)

3
(1.3%)
226

5年 迄

134

139

59

24
(6.7%)

4
(1.1%)
360

5年 以上

198

195

74

27
(5.4%)

8
(1.6%)
502

計

1128

9CO

302

118

35

2483

第8表 所見ナキ者 ノ勤綾年鍛別ニヨル赤沈分布(男 子)

勤績年齢

赤 沈 ＼
1-10

11-20

21-30

31-50

51以 上

計

牛年迄

66

一15

3

0

0

84

1年 迄

80

17

1

1

0

99

2年 迄

78

6

1

0

0

85

3年 迄

11

5

0

0

0

16

4年 迄

25

3

3

0

0

31

5年 迄

35

4

2

0

0

41

5年以上1

155

25

6

3

0

189

計

450

75

16

4'一

545

年撒 ニヨル差テ認 メ難 シ。

(二)罷温 ト赤沈 トノ關係

此赤沈促進 ガ何 ラカノ漕在性疾患、特 二肺門腺

結核等 ノ如 ク理學的検査 ノミニヨリテハ所見ヲ

見出 シ得ザル如 キ疾患二依ルニ非ザルヤラ疑 フ

ハ當然ナ リ。依 ツテ膿温テ調査 セルニ第9、10

表 ノ如 ク本工場從業員 ニ テ ハー般 二有熱者多

シo

牧㈱、川上氏ハ夏季作業時 二於 ケル紡績女工手

ノ盟温 テ測定 シ囁氏38度 以上二達 セル有熱者

相當撒 アルテ認 メ、之 ニツキ詳細二観察 シ、多

クハ輕度 ノ頭痛、全身倦怠等 テ訴 フルモ他罷的

ニハ認 ム可キ所見ナク、秋冷 ト共 二消散ス ト云

フ。而 シテ之二封 シ鰺熱症 ト命名セリ.本 調査

二於 ケル有熱者多キ貼モ恐 ラクハ鯵 穣症二蹄ス

可キモ ノナラン。之ガ赤沈 トノ關係 テ観ルニ第

9、10表 ノ如 ク促進者 ガ有熱者二特二多 シト云

ヒ得 ズ。
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第9表 所見ナキ者 ノ髄温別ニヨル

赤沈分布(女 子)

＼髄温＼

赤沈＼
37.0℃

以 下

37.1-

37.5

「

37.6-

38.03
38.1℃

以 上

計

1-10 315 583 224 6 1128

11-20 257 474 165 4 900

21-30 87 146 65 4 302

31-50
32
(4.6%)

58
(4.6%)

28

(5、7%)

0 118

51以上
7
(1.0%)

18
(1.4%)

9
(1.8%)

1
(6.7%)

35

計 698 1279
髄491

15 2483

第10表 所見ナキ者ノ膣温別・・ヨル

赤沈分布(男 子)

訳 37.0℃

似 下

37.1-

37.5

37.6--
38.0 38.1℃

以 上

1「■國齢

計

1-10 261 161 28 0 450

11-20 44 26 5 0 75

21-30 6 2 8 0 16

31-50 2 2 0 0 4

51以 上 0 0 0 0 0

計 313 191 41 0 545

〈ホ)マ ントー氏反慮 ト赤沈 トノ關係

更二結核感染 ト此赤沈異常促進ガ何 ラカノ關係

第11表 マ ソ トー一一氏 反 慮 ト赤 沈 トノ關 係(女 子)

轟璽磨
1--10

11-20

21--30

31-50

51以 上

1誉
口

417

273

74

18
(2.3%)
7
(0.9%)

789

±

156

79

21T
8
(3.0%)
2
(0.8%)
266

十

55

49

22

8
(5.7%)
5
(3.6%)
139

鼎

160

147

72

28
(6.8%)
6
(1.5%)
413

302

306

92

46
(6.1%)
13
(1.7%)
759

柵

38

46

21

10
(8.5%)
2
(1.7%o)

117

計

828

900

302

118

35

2483

第12表 マ ソ ト・一・氏 反 磨 別 ニ ヨル赤 沈分 布(男 子)

談 磨
1--10

11--20

21-30

31-50

51以 上

計

79

12

2

0

0

93

± 十

67 54

12 12

3 3

2 2

0 0

84 71

十十

31

4

0

0

0

柵

213

34

8

0

0

35 255

冊

6

1

0

0

0

計

450

75

16

4

0

7 545

テ示 サザルヤテ疑 ヒテ雨者 ノ關係 テ調査セルニ

第11、12表 二示 ス如 ク女子赤沈値31以 上ナル

者マントー氏反慮陰性者 ニテハ3、2%ナ ルニ中

等度及 ピ張度陽性者ニテハ8-10%ノ 多キテ見

ルナリ。

從ツテ此赤沈促進ハ結核感染 ト何 ラカノ關係 ア

ルラ思ハシム。

(へ)赤沈促進者1年 牛後 ノ動静

似 上理學的検査上所見テ認 メ得ザル者ニ シテ赤

沈促進 セル157名 二就 イテ諸他 ノ條件 トノ關係

(一)蟹 赤腫脹全 クナシ

(±)登 赤10粍 迄

(十)獲 赤11-20粍

(什)登 赤21-一一50粍

(柵)登 赤51粍 以上

(柵)水 泡、埋死アルモノ

テ観察 スルニ此赤沈促進 ハ月経 トー定 ノ關係 ナ

ク、年長者 二梢 ヒ多 キ感 ア リ、勤緬年撒4、5年

ノ者 二多 ク、有熱者 二特 二多 カ ラズ、 マ ン トー

氏反慮張陽性者 二多 キ傾 向 ア リ。 之 ガ果 シテ疾

病 ノ前騙症歌 ナル ヤ、又其後如何 ナル健康状態

一アル ヤラ知 ルハ甚 グ興 味 ア リ。依 ツテ本健康

検査 ヨ リ約1ケ 年牛後 二當 ル 昭和11年2月 是

等 ノ者 ノ動静 テ調査 シタル ニ157名 中退肚 セル

ハ74名(47.1%)ニ シテ此 中疾病 ニヨルモ ノ13

名(結 核性疾患7名)ニ シテ家事 ノ都 合、結婚 、
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第44表
1

赤 沈1人 鍛

1-10 5

11-20 32

21-30 20

31-50 21

51以 上 5

計

其他 ノ理由 ニ ヨルモ ノ61

名 ナ リ。 此 テ該期間 中全

般 ノ退肚卒23%二 比 ス

レバ甚 グ シク高率 ナ リ。

在肚 セル83名 ノ赤沈分

布 ハ第14表 ノ如 シ。即 チ

31以 上 ノモ ノ26名(何 レ

モ女子)テ 得 タ リ。斯 ク促

進 セル赤沈 テ示 シツ ・1年 半二五 リテ相當激烈

第15表

ナル努働 二徒事 シ、而 モ認 ム可 キ臨休所 見ナキ

ハ興味 アル 事實 ナ リ。 依 ツテ是等26名 二付 キ

再度厳密 ナル健康検査 テ行 ヒ、胸部X線 像 ラ撮

影 シ、促進殊 二著 シキ6名 一ツキテハ血球 計算t

白血球像 ノ検査、 ワッセ生エ王 氏反 慮 デ検 セリ。

其成績第15,16表 ノ如 シ。即 チ「ツベル クリン」

反慮多 クハ強 陽性 ニ シテX線 像 ニ チハ第1?126

例 ニ チハ肺 野 二於 テ明 カニ結核性陰影 ト罷 シキ

モ ノテ認 メ、第2例 ニチハ心臓右 二約.__.横指 廣

臨休所見ナクシテ赤沈連続促進セル者一覧表(女 子)

番 號123・4567891011

■ ■
2123

■
16
■
了

13141516

■

20

147

52.2

83.0

6

十

什

37.5

ナ シ

■
π

1819

姓

一年

名

一輪

均 長(糎)

髄 室(妊)

胸 園(糎)

勤 続年 数

氏
反

ゴ座 昭9.8月

臨2月
盟 温

自覚症 状

原 尿所 見

踊147

痂45.3

璽1璽
5

耳

柵

37.137.4

ナ シ

窪1醐 嵜

胸
部
「
レ
」
線
像

9

一世

帯

ナ シ

43

25

149

43,2

67.0

9

十

卦

36.8

_1._

ナ シ

蜘轟

31

臓
右

二

一
横
指
大

雨
側
肺
門
腺
大
、

外
所
見

ナ

シ
ル

大
動
脈
弓
梢

ζ
大

16

146

38.5

73.5

5

柵

柵

塑
37.0

-i 一

37,4

ナ シ

万
㎝37

一両
側

肺
門
腺
稽

一
大

…31　30

再

肺
門
腺
偉

大

臓
右

二

一
横
指
大

一両
側
肺
門
腺
大
、

心

69.0

4

什

朴

37.7

ナ シ

器

露

鯛
窪

周
園
陰

144

39.1

73.0

2

世
帯
痂

ナ シ

38
…30

一右

肺
門
腺

大

了
153

48.5

78.0

5

14

138

36.3

67.5

0.5

十十

4

↓
膠

・

↓
ー

ツ
8
34

什

色3

麟
感
三

組

シ

轟

37

ナ

蜘

坐
雛

藷
響
枝
周

竺
献
側
肺
門
陰
影
頸

18201715

150144148155

44.144.443.546.9

74.075.080.576.0

332

十H・ 、柵 ・

十十 鼎冊

諏 痂37.637.3

ナ シ ナ シナ シナ シ

万3140

17

148

43.0

75.5

4

柵

榊

37,6

ナ シ

3836473140

47343334

明雨
跡
門
索
状
陰
影
著

右
肺
門
陰
影
著
明

影
著
明

右
下
氣
管
枝
周
園
陰

下
臓
右
二
頽

大

里

右
肺
門
腺
大

17『

151

38.8

73.5

5

搬

器

37.4

148

42.5

71.7

0.5

十

シナシナシナ

二
量

献
側
肺
門
陰
影
頸

轟蜘

35

.37

影
培
加

両
側
気
管
枝
周
園
陰

蟻
蚕

禰
肺
門
索
状
陰
影
著

什

37。5

ナ シ

70.5

2

帯

柵

37.0

ナ シ

42

15

踊
44.3

75.0

-
T
十十

翅
食慾
亟

41

晶

讐
蘇

管
枝
周

義

羅

下
結
糎

陰

21

幽
璽
蒲

20

■
#

謳
囎
感
三
畏

羅
繕

噸

右
肺

謂

塑
5
T
…上
階

"
三
器

雷

門
陰
髪

加

第16表 所見ナクシテ赤沈長期二五 リ著明二促進 セル例

番 號121 22 23 24 25126

姓 名1 1
年 齢}21 21 20 17、 20 16

均 長(糎) 146 146 152 141 156 146

燈 重(冠) 41 47 50 34 55 38

胸 園(糎) 76 80 80 68 83 70

勤 続 年 数 7 7 7 2 4 2

昆1巖 隠 … 且 ・
十
什

柵
惜

冊 什 珊

珊

珊

珊柵 什

燈 温 36.9 36.6 37.2 36.6 37.5 37.2

自 畳 症 状 ナ シ ナ シ' ナ シ' ナ シ ナ シ 肩 凝

赤渕 昭9・8月 τ
116 49 32一 49 39' 39

50}昭f1.2月 117 77 58' 65
陰95 i卜
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血
球
鍛

白

血
球
像
(
%
)

毒
反
磨

血
清
徽

Hb(n.s)

E.

丁
N・{§鞄

Eos.

Bas.

Lym.

Mon.

ヱ 氏

■ 氏
村 田

尿 及 尿 所 見

「レ」 線 像

75

480

8600

7.5

54.0

0.5

0.5

36.0

1.5

(一)

(一)

(一)

(一)

右下氣管枝周
園陰影培加

69

475

7100

5.5

52.5

0.5

0

31.5

10.0

(一)

(一)

(一)

(一)

右上方結節性
輕度陰影

75

450

7050

14.5

42.5

2.0

1一
37.0

3.0

(一)

(一)

(一)

(一)

右上方氣管枝
周園陰影増加1

`77

460

6700

8.5

57.0

0.5

1.0

28.0

5.0

(一)

(一)

(一)

(一)

雨側肺門陰影
加

76

450

6900

10.0

51.0

1.5

78

440

6200

16。0

36.5

1.0

1.00.5
　　 　

33.0}36.0

け3
.510.0　 ロへ 　
(一)(一)一

(一)

(一)

(一)

(一)

(一) (一)

右肺門陰影著雨側鎖骨下細
明 葉性陰影アリ

大シ第20例 ハ横位心 ナルモ他 ハ多 クハ肺門陰

影 ノ」曾加、氣管枝周園陰影 ノ増加二止ル。

白血球像上ニテハX線 像結核性陰影テ認 メタル

第26例 、及 ピ著攣 ナキ第23例 ニ テ輕度 ノ核 左

傾 テ認 メタル外 異状 テ認 メ得 ザ リキ。

第四章 総 括

以上工場勢働者3335名 一 ツキ健康検査 テ施 シ

赤沈 テ測 定 セル結果所 見 アル モ ノ ・中、肺結核、

肺門腺結核、肋膜 炎、徽毒、扁桃腺 炎 ニテハ多

クハ赤沈 促進 シ、氣管枝 「カタル」、脚氣 一テハ

促進者無 久 貧 血、 心臓疾患 、蛋 白尿 、頸 腺腫

脹、妊娠等 テ認 ムル者 ニテハ促進 セル アリ又 セ

ザル アリテー 定 セズ。

臨休所 見ナ キ3028名 ノ中赤沈1時 間値31以 上

ナル者157名 テ得 タ リ。此促進者 ハ女子 二於 テ

多 ケ レ共月経 トハー定 ノ關係 テ認 メ得 ズ、,年長

者及 ピ勤績年数多 キ者 二梢 ㌃多 キ傾 向 ア リ。禮

温 トハー定 ノ關係 ナ ク、 「ツベル クリン」反慮彊

陽性 ノ者 二多 シ。

而 シテ是等赤沈促進者 ニ ツキ1年 牛後 ノ動静 テ

検 シタルニ結核性疾患 ニ テ退杜 セルモ ノ7名 、

非結核性疾患 ニテ退杜 セル者6名 、結婚其他家

事 ノ都合 一・:.テ退 杜 セルモ ノ61名 ニ シテ尚在杜

セル者83名 ナ リ。是等該 期間中全般 ノ退肚卒

23%二 比 スレバ 遙 二高 卒 ナ リ。 依 ツテ此83名

ニツキ再 ピ健康検査 テ行 ヒ赤沈 テ測定 セル ニ1

時 間値31以 上 ナル者26名 テ得 タ リ。是等 ハ何

レモ著 明 ナル臨休所 見 ハ認 メ得 ザ リシモ 「ヅベ

ル ク リン」反慮何 レモ強陽 性 ニ シテ「レ」線像 上

肺結核 ト認 メ得 シモ ノ2例 、心臓像右 二大 ナル

者1例 、横位心1例 ニ シテ他 ハ何 レモ肺 門陰影

ノ壇加或 ハ氣管枝周園陰影檜加 二止 ル。 一般 二

肺門腺結核進展 セバ赤沈促進 スル テ常 トスル モ

1年 牛後 二於 テモ 尚赤沈 相當促進 セル此26例

ハ之 テ悉 ク活動1生肺門腺結核 トナ シ得 ルヤ甚 グ

疑義 ア リ。

黒 田(21)ハ「セメ ン ト」工場健康努働 者 ニツキ赤沈

ラ測定 シ、一般 二促進 セル テ認 メ、 山田(22)ハ毛

統紡績工場健康女工 ニツキ調査 シ 「ツベル クリ

ン」反慮陽性者 ノ赤沈 ハ陰 性者 二比 シ大 ナ リ ト

云 フ。

馬淵、塚 田 ㈲ハ家 兎 ノ疲 勢實験 二於 テ赤沈 ノ促

進 スルテ認 メ、Rosenblum'19)ハ 鍛 錬 セザル者 ニ

テハ肉禮勢働 後赤沈促進 ス ト云 フ。

吾人 ノ例 ニ テハ赤沈促進者 ハ何 レモ 「ツベ ル ク

リン」反慮強陽性 ナル テ以 ツテ此赤沈促進 ハ結

核感染 ラ全 ク度外 覗 シテ考 フ能 ハズ。結核感染

及勢働 ト何等 カ ノ關係 アル可 キカ尚考究 テ要 ス
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可 ク他方 ニハ膿質的 二赤沈 ノ促進 せ ラル ・事 モ 考 フベ キ ナ リ。

第五章 摘 要

(1)繊 維工場從業員中肺結核、肺門腺結核、肋

膜炎、徽毒、扁桃腺炎テ有 スル者ハ赤沈一般二

促進 シ、脚氣、氣管枝「カタル」テ有 スル者ハ赤

沈 ノ促進 テ見ズ、貧血、心臓疾患、蛋白尿、頸

腺腫脹、妊娠 アル者ニテハ赤沈多 クハ促進 スレ

共促進 セザル者 アリ。

(2)認 ム可 キ臨躰所見無 キ從業員3028名 中157

名(5.1%)ハ 赤沈1時 間値31以 上ナ リキ。

(3)此 赤沈促進ハ月経 ノ期間及 ピ膿温 トー定 ノ

關係 ナク、年齢及 ピ勤緬年撒 ノ大 ナル者二稚 ヒ

多 ク、 「ッベル ク リン」反慮 多 クハ強 陽性 ナ リ。

(四)此 赤沈促進者 ノ1年 牛後 ノ動 静 テ調査 セル

ニ退肚 セル者約牛数 ニ シテ全般 ノ退肚 率 二比 シ

多 シ。

(五)1年 牛 後爾在肚 セ ル83名 中赤沈依然促進

セ シバ26名 ナ リ。此者 ノ詳細 ナル検査 ノ結果、

肺結核3、 心臓肥大4名 ニ シテ他 ハ著明 ナル所

見 テ認 ム能 ハザ リキ。

稿 ヲ終ルニ當 リ今村敏授 ノ御懇篤ナル御指導 ト御校

閲 ノ勢 ヲ深謝ス。
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